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。言語とマップ〈地図〉について
上記の論題について，スチュアート，チェス（StuartChase）と， S.I.ハ
(1) 
ヤカワ（Samuellchiye Hayakawa），ウオルター，リップマγ （WalterLi-
( 2) (3) 
ppmann），マリオ，ベイ（MarrioPet）の，四人の言語学者の説を参考に，
(4) 
論を進めて行く次第ですo
人は，限や耳や手を通して，直接に経験した世界と，間接に言語を通して得
た世界と，二つの世界に生きていると云えよう。本論の言語的世界を述べるに
当り， 先に， 経験的世界について， 少し触れてみたい。この世界について，
S.I.ハヤカワは，次の様に述べている。
First, we live in the world of happenings which we know at first 
hand. This is an extremely small world, consisting only of that con-
tinuum of the things that we have actually seen, felt, or heard-the 
flow of events constantly passing before our senses. So far as this 
world of personal experience 1s concerned, Africa, South America, 
Asia, New York do not exist if we have never been to these places. 
即ち，和訳すると「先づ我々は，色々の出来事を直接に知る世界に生きてい
るo これは，非常にせまい世界であり，我々が，実際に見たり，感じたり，聞
いたりした物事の，連続からのみ成っている。即ち，我々の感覚の前を，絶え
ず通過する出来事の流れである。個人的経験の世界が関係している限り，アフ
リカや，南アメリカ，アジア，ユューヨーク等は，もし我々がこれ等の場所に
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行った事がないならば存在しないのである。 J
以上の様に彼は，直接経験して知る世界について述べているのであるが，こ
れに対し，スチュアート，チェスは，この世界について．次の様に述べている。
Our eyes and ears bring us news from the world outside. Our brain 
interprets these signals, and we dodge the poison ivy in the path, 
swing right to avoid an on-coming回 r,study the Grand Canyon of 
the P>lorado River, as we fly over it 30. 000 feet up. In every human 
brain is a map of the world outside, based on experience with that 
world. 
即ち， 「我々の目や耳は，我々に外部の世界からのニュースをもたらすo我
々の頭脳は，これ等のシグナノレを解読し，そして，我々は，道の中の諜のツタ
を身をかわし，向って来る車を避けるために正しく身をかわし， 30.000フィー
トの高さで飛行しながら， コロラドリパーのグラ γドキャユオンについて学
ぶ。凡ての人間の頭脳の中には，その世界についての経験に基づいている，外
側に其の世界の地図がある。」と述べて居り，もし，この地図が適当に，外側
でその世界に反映しないと，人は大変困る事になり，車を適当に避ける事も出
来なくなるであろう。と云っているのであるo
以上，直接に経験に基づいて知る世界，及びその地図について述べたのであ
るが，以下本稿の主論である間接に言語を通して得る世界，所調言語的世界に
ついて述べて見たいと思う。先づ， s.I.ハヤカワは， この世界について例を
上げながら，具体的に次の様に述べているo
Most of Oぽ knowledgeacquired from p訂ents.friends. schools, news 
papers, books, conversation, speeches, and television, is received ver 
bally. All 0ぽ knowledgeof history, for example, com偲 tous only 
in words. The only proof we have that the Battle of Waterloo ever 
took place is that we have had reports to that effect. 
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These reporぬ訂enot given us by people who saw it happen, but 
are based on other reports : reports of reports, which go back叫ti
mately to the first-hand reports given by people who did see it happen 
Ing. 
即ち， 「両親や，友人，学校，新聞，本，会話，演説，テレビ等から得られ
る我々の知識の大部分は，言語によって受け入れられる。例えば，歴史につい
ての凡ての我々の知識は，言語によってのみ我々に入って来る。ウォターロー
の戦いが，かつてあった事を我々が知る唯一の証拠は，我々が，其の結果に対
してのレポートを持っていると云う事である。
此等のレポートは，その戦いの起るのを見た人々によって，我々に与えられ
るのではなくて，他のレポート即ち， レポートのレポート等に基っ・いている。
此等のレポートは，終りには，その戦いの起るのを見た人々によって与えられ
た直接のレポートに，帰って行くのである。」以上の様に彼は述べて居り，結
局，我々が直接の経験を通して知る事が出来ないどんな事も，多くのレポート
を通じて知る事が出来ると云っているのであるo以上の彼の説は，我々が，充
分理解出来るものであると云える。このレポートを通して知る世界，即ち言語
の世界について，更に彼は，次の様に述べているo
Let us伺 1this world that comes to us through words the verbal 
world, as opposed to the world we know or are capable of knowing 
through our own experience, which we shall cal the extensional world. 
即ち， 「此の言語を通して我々の知る世界を，我々自身の経験を過して知っ
たり，叉は知る事が出来る様な世界に反して，言語的世界と呼ぶ事が出来よ
う。そして叉，此の世界を，外在的世界と呼ぶ事が出来よう。 J以上の様に述
べているが，此の外在的世界を，人聞は，何時頃から如何なる方法で認知する
様になるかについて，次の様に述べている。
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The human being, like any other creatures, begins to make his ac-
quaintance with the extensional world from infancy. Unlike other crea 
tぽes,however, he begins to receive, as soon as he can learn to 
understand, reports, reports of reports. In addition, he receives infer-
ences made from reports, inferences made from other inferences, and 
so on. 
即ち， 「人聞は，他の生物と同様に，幼児の頃から外在的世界を，認知し始
める。けれども，他の生物等と違って，人は，理解する事を知る事が出来ると
すぐに， レポー トを，叉， レポートのレポートを受け入れ始める。更に， 人
は， レポートからつくられた推論や，他の推論からつくられた推論等を受け入
れる。」以上の様に述べているが，更に，言語的世界と．外在的世界との関係に
ついては，地図が，その表示する地域と同じ様な関係にあると，云って居るo
次に，彼は，この言語的世界が，子供に対する影響について，次の様に述べ
ている。
If a child grows to adulthood with a verbal world in his head which 
corresponds fairly closely to the extensional world that he finds 
around him in his widening experience, he is in relatively small dan-
ger of being shocked or hurt by what he finds, because his verbal 
world has told him what, more or les, to expect. He is prepared for 
life. 
即ち， 「もし1人の子供が，彼の頭の中に拡がりつつある経験の中で，彼の
周囲に，彼が見出す外在的世界に，正しく密接に符合する言語的世界と共に大
人に成長するならば，彼は，彼が見出す事柄によって，ショッグを受けたり，
傷つけられたりする危険が相当に少なし、。なぜならば，彼の言語的世界は，多
少なり，何を期待すべきかを彼に告げているからである。彼は人生に対して，
準備が出来ているのである。」
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以上の様に彼は，外在的世界に正しく符合する言語的世界を，正しい地図と
述べているのであるが，この正しい地図の利について上記の様に述べたのであ
るが，では，間違った地図を使った場合については，彼は，次の様に述べてい
る。
If he grows up with a false map in his head-that is, with a head 
crammed with error and superstition-he will constantly be running 
into trouble, wasting his efforts, and acting like a fool, He will not 
be adjusted to the world as it is : he may, if the lack of adjustment 
is serious, end up in a mental hospital. 
即ち， 「もし彼〈子供〉が，彼の頭の中に，間違った地図をもって成長する
ならば，即ち，誤りや，迷信でつめこまれた頭をもって成長するならば，彼は，
無駄な努力をしたり，愚かな者の様に振るまいながら，絶えずトラブルを起し
ているであろう。彼は，世の中にあるがままに順応出来ないであろう。順応性
の欠ける事がひどいならば，彼は，精神病院で終るかも知れない。」
以上の様に彼は述べて，如何に正しい言語世界，即ち，正しい地図が，人聞
の成長に必要であるかを説いているo
この地図〈マップ〉の重要性について，チ zスは，次の様に述べている。
The concept in our heads about the world must repr鎚entthe world 
These conほptsare mostly composed of words. The words are only 
artificial symbols-we cannot eat the word "bread”， or take a ride in 
the word ”伺r”.Aro鉛 byany other name would smell as sw鵠 t.
The words can never show us al the detail of the teritο，ry, al the 
topographical, chemical and biological events, but they must not seri-
ously contradict them. The words should give us a blueprint for 
action which can keep us out of trouble. 
即ち， 「一つの世界についての我々の頭の中の概念は，其の世界を，表示せ
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ねばならない。此等の概念は大部分言語から成っている。これらの言語は，人
工的記号にすぎない。即ち，我々は，パγと云う言葉を食べる事は出来ないし，
車と云う言葉に乗る事も出来ない。パラの花を，他の名前で呼んでみても，同
様によい香りがするであろう。言語は，その表わすもののすべての詳細な事柄
や，凡ての地勢上や，化学的，生物学的出来事を，我々に示す事は出来ないが．
しかし言語は，それらと，ひどく矛盾してはいけない。言語は，我々を困らせ
ない様な行動に対するブループリ γトを，与えるべきである。」
つまり彼の言わんとする所は，言語の画く概念所謂マップは，その表わすも
のの凡てを示す事が出来ないと云う本質的な説である。しかしながら此のマッ
プは，時と場所によっては，極めて正確なものを必要とするo例えば，月面探
索の宇宙船の場合， 非常に注意深い言語上の地図が必要となる。この事に関
し彼は次の様に述べている。
At precisely what speed at precisely what angle, must a great rock-
et be f仕ed,and precisely how much must i匂 trajectorybe al旬red,
so that it can cruise out into space,and days later intersect the patch 
of the moon? 
即ち， 「厳密に云って，どの程度の速度と角度かで大きなロケットは，発射
されねばならないか。そして正確に，どの程度の高さかで，その軌道は，変ら
されねばならないか。その結果，それは宇宙に迎えられ，その数日後，月の軌
道に交差する事が出来る。」以上の様に，彼は述べているのであるが，こうし
た行動を成功させるには，言語的正確なマップが必要となるのであるo
。コロンプスのマップについて
次に，より具体的意味に於けるマップについて考えてみたいと思う。先づ，
アメリカ大陸発見者コロ γプスの画いたマップであるが，云うまでもなく，
1492年代，人々は，地球は平面であると信じていた。しかし，コロ Yプスは，
地球は丸いと，思った。もし人がヨーロッパから西へと航行するならば， 最初
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にアジアに着くと考えた。そこには，支那人と印度人が住んで居り，こうして
コロンプスが，最初に着いた少さいパハマ諸島をアジアに近いと考え，そこの
住民を，イ γディアンと呼ぶ事になる。即ち，彼の地図は，非常に進歩をして
いたが，完全ではなく，半分は，間違っていたと云える。後に， 1519年に，マ
ジェランが，世界一周をして，完全な物を作った事は，知られている通りであ
る。
0宗教戦争のマップについて
次に，人聞の頭に画くマップの違いがもたらした1618年の宗教戦争，即ち，
30年戦争について考えてみると，勿論，これは，プロテスタントとカトリッグ
の，教義上の相違の戦いであるが，しかし一面，権力戦争の面も否定出来ず，
戦いにより，数百万の生命が，失なわれたと云われる。しかし，今日では，カ
ソリックと新教が，夫々のマップを拡め，共存している事は，衆知の事実であ
る。
O現代的マップについて
外に， マップの違いがもたらしたものに，共産主義と資本主義の争いがあ
る。共産主義の中心はソ連であり，資本主義の中心はアメリカである。と云わ
れているが，両国民は，色々の形に於て，此の争いは，避けられないものであ
ると信じている。そして互いに，軍備拡張競争を続けているoこの事について
チェスは，次の様に述べているo
If these two groups pr，α鴻 dto act on the words in their head, both 
the United Stat，白 andRussia as viable societies訂 every likely to 
suffer mutual swc1de. Few nuclear scientists will deny this eventual-
1ty. 
即ち， 「此等二つのグループが，彼等の頭の中で考えた言葉を，実行しつづ
けるならば，アメリカもソ連も，生きつづける社会として，互いの自滅に悩む
ようになる。殆んどの原子科学者は，この不慮の出来事を否定しない。」以上
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の様に述べているが，結局彼等が，互いの生存を確かなものにする為には，彼
等の頭の中の地図を，修正する必要があると云えよう。しかし，これは至難で
ある。
O人間と動物とのマップの相違について
次に，人間と動物とのマップの相違について考えてみたい。先づ，人間の誕
生についてチェスは次の様に述べている。
A baby is never born with words in his system. He has to learn 
every one of them from the famlly, from the teacher, from the face 
to face community around him. 
But a baby is born with vocal cords, tongue and mouth which can 
later form words, and with ears to register their sounds when others 
speak. Above al, he is born with a big brain, relative to that of other 
副首mals.
即ち， 「ベピイはその組織の中に，言語をもって生れはしない。彼は，その
言語の凡てを，家族や，教師や，彼の周りの直面している社会から学ばねばな
らない。しかし，ベピイは，後に言葉をつくる事の出来る音声器官や，舌や口
や，他人が話す時，それらの音を聞き分ける耳をもって生れる。とりわけ，他
の動物に比べて，大きい脳をもって生れているoJ以上の様に述べているが，
この大きい脳こそが，決定的に重要なものであり，人類が他の動物を征服して
生存し得て，発展して来たのは，ビッグプレンの為であると云えるoそして，
このビッグプレγが，言葉を生む事になり，この言葉は，生存の必要に応じて
次第に発達成長し，所調，マップを拡めて現在に至っているのである。
では，動物のマップは，如何なるものであろうか。動物は，食べる場所も，
住む場所も，自分で見つける事が出来，木へ登ったり，危険な場所や他の動物
を避ける方法も知っている。たとえ人聞が飼育しなくても，充分生存して来た
であろう。その能力について，チェスは次の様に述べている。
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He takes life in the raw and deals with it to the best of his abili-
ty-an ability p訂 tlybuilt泊 atbirth, partly acquaired by experience 
in the territory. His survival value is high. 
即ち，「彼〈動物〉は，生活をありのままに送りその能力を充分に生かして，
生活を過す。その能力は，一部は生れつきのものであり，一部は活動範囲に於
ての経験によって得たものであるo彼の生存価値は，高いのであるo」
以上の様に彼は述べているが，人と違うところは，特別のコミュユケーシ g
y組織はあるにしても，彼等の生活を向上させるのに必要な言語がない事であ
る。したがって彼等のマップは，習性と直接経験によるマップであり，成長と
発展の道をたどる事は，殆んどないと云えよう。
しかし，マップの類似性について考えてみると，先づ人間については，チェ
スは次の様に述べているo
No two people, not even identical twms have exactly the same map 
of the te凶加1ry.Normal people have serious distortions due to lan-
guage. A schizophrenie comes close to having an anti-map of reality. 
即ち， 「二人の人間，同ーの双子でさえも，正確にはその表現する同じマ γ
プを持っていない。普通の人々は，言語による重大なゆがみをもっているo精
神分裂病患者は，真実と反対のマップをもっ事に起因するo」以上の様に彼は
述べているが， このゆがみの起因するものとして， ウォ Jレター， リップマン
(Walter Lippmann）は，次の様に述べている。
An important part of human behavior is reaction to the pictures in 
their heads, Human behavior takes place in relation to a pseudo-envi-
ronment-a representation which is not quite the same for any two 
individuals. This man-made environment, which has its being in the 
n山dsof men, is interposed between m叩 asa biological organism and 
the external reality. 
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即ち， 「人間の行動の重要な部分は，その頭の中に画く絵の反応である。人
間の行動は，偽りの環境，即ち，如何なる二人に対しでも全く同じでない表示
に，関連して起る。此の人聞の造った環境は，人間の心の中に存在するもので
あるが，生物学的組織体としての人間ι外部の真実との聞に置かれるoJ以
上の様に彼は述べているが，つまり言語によるゆがみは，偽りの環境，即ち人
聞の造った環境に起因すると云える。
尚，動物については，チェスは次の様に述べている。
It would be interesting句 knowhow close are the maps of two 
dogs from the鈍 meliter. Animals do not suffer from any distor-
tions due to words. Animals almost never suffer from mental break田
downs. 
即ち， 「同じ腹からのこ匹の犬のマップが，如何に似ているかを知る事は，
興味深いであろう。動物は，言語によるどんなゆがみにも悩む事はない。動物
は，殆んど精神的故障から悩む事はなし、。」以上の様に彼は，人間と動物との
マップの相違について述べている。
0誤れるマップの構成について
我々がマップを構成する場合に， その大きな誤りは， guiltby association 
〈連想による罪〉つまり，心的連合作用により，言葉や事象について，同一視
の罪を犯す事である。この事について，チ zスは次の様に述べている。
It is done on a high verbal level,' from mind to word to mind, with 
no checking for referents, no examination of tangible events and 
their many characteristics, no objective comparison. 
即ち， 「其れは言論に対するチェックもなく，明白な出来事や，それ等の多
くの性質を調べる事もなく，客観的比較もなく，心から言葉に，心から心へと，
高い亨苧？亭宅おなされる。」更に具体的に彼は，次の例を上げている。
Premier Khrushchow opposes birth control. The Pope opposes birth 
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control. Therefore, Mr. K. is a catholic, or therefore, the Pope is a 
commumst. 
即ち， 「フルシチョフ首相は，産児制限に反対する。法皇は産児制限に反対
する。それ故に，フルシチョフはカトリック教徒である。又はそれ故に，法皇
は共産主義者である。」叉次の例を上げている。
In 1969 the ex廿・emeright in the United States was using guilt by 
association in a thoroughly despicable m副mer.
Moscow鈍ysit favors”peaceful coexistence.”American pea句 groups
say they favor peaceful coexistence. Therefore, pacifists訂・ecommu-
nists. 
即ち， 「1969年アメリカの極右派は，全く見下げた方法で，連想による罪を
犯していた。即ち，モスコーは平和共存を支持すると云っている。アメリカの
平和グループは，平和共存を支持すると云っている。それ故，平和論者は共産
主義者である。」叉次の具体例を上げている。
David Lilienthal was on白 accusedof communism because his par-
(6) 
en ts伺 mefrom Czechoslovakia. They came, if you pl伺 se,in the 19th 
century, long before the Russian Revolution while Czechoslovakia was 
part of the Austrian Empire. 
即ち， 「デ＝ピット， リーレンソールは，かつて彼の両親が，チェッコスロ
(6) 
ゲァキアから来た為に，共産主義者であると非難された。ところが彼等は， 19
世紀チzコがオーストリア帝国の一部であった時代，ロシア革命よりずっと前
に来たのである。」彼は以上の様な具体例を上げているのであるが，この連想
による罪，所謂，誤れるマップの構成は，政治活動なり，平和運動にも当ては
める事が出来る。例えば，事新団体の主催する平和集会とか，反核運動に参加
した場合，すぐに其の人を，共産主義者とか，社会主義者とかのレッテルをつ
ける事は，非常な誤りであるoこの様に人及び社会に，ダメージを与えるもの
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に，誤れるマップの存在がある。
Oマップの基礎的構成について
マリオベイ CM訂iopei）は，マップの基礎的構成について， 次の様な例を
上げながら述べている。
You think of a cat. In your mind, the animal is associated with the 
word "cat”， which is made up of three sounds coming one after an-
other. If you produce only one of three sounds, yoぽ listenerwill know 
that you haue produced a sound, but he will be unable to give it 
any meaning. Itおonlywhen you put句1getherthe three sounds, c-
a-t, that you will get a message across to him. C-a-t means some-
thing to him and to you both. 
即ち， 「あなたがキャッツについて考えるとすると，あなたの心の中でその
動物は，キャッツと云う語に関連しているoそのキャッツは，次から次と来る
三つの音から造られている。もしあなたが，此等の音の中の一つだけ出すなら
ば，あなたの聞き手は，あなたが一つの音を出した事を知るであろう。しかし
彼は，その音に何かの意味を与える事は出来ないであろう。あなたが彼にメッ
セージを通じさせるのは，三つの音 c.a.tを一緒に云う時だけである。 c.a.t
は彼とあなたと両方に，何かを意味する事になる。」
以上の様に彼は述べているのであるが，ここにマップの基礎的構成が出来，
更に此のマップは，増加される語につれて，その領域を拡大して行くのである。
以上言語とマップの問題について，四人の学者の説を参考に，一考察を試み
た次第です。 (1982. Aug.) 
Notes: 
(1) スチ品アー ト・チェス（StuartChase) : 188年，ソマー ズ・ワー スに生れる。
ハーバード大学卒業，後年アルフレッド・ 2 ジープスキー の影響を受け，コ
ミ品＝ケー シ g'Y，意味論の問題を研究する。
主著ーTheTyranny of Words (1938) Power of Words (1954) Danger-
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言語小論＠〈大認の
Men Talking (1969) 
(2) S. I. Hayakawa : 1釦6年生れ，言語学者，元ハワイ大学々長
主著ーLanguagein Action (1934) 
Language in Thought and Action (1945) 
(3) ウオJレター・リップマγ （WalterLippmann): 1889年生れ，アメリカのジャ
ーナリスト国際的評論家
(4）マリオ・ベイ（MarioPei) : 1901年，ローマに生れる。 1釦8年ユューヨークに
移住，コロ γピア大学名誉教授， 1978年死去，
主著ーTheStory of Language (1949) The Story of English Language 
for Everybody (19邸〉
(5）言語のレベル：意味論で云う語であり， レベルが高くなればなる程， 個々特定
のものから離れ，一般化概括化されていく事。
(6）デビッド.！）ー レソー ル（DavidLilienthal)：元アメリカ原子力委員会議長
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